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本書の構成 

第2部 マクロ心理学 

第3部 ミクロ心理学 

第1部 

第4部 

「そもそも人・組織はどう考え、行動するのか」という経営学上の命題を、
3つの学問分野の理論を応用し解き明かしている 

24~27章  
ソーシャルネットワークの理論群 

28~29章  
「社会的つながり」を前提とした、 
その他の主要理論 

30~32章  
エコロジーベースの理論 

ビジネスの 
「つながり」「社会性」の 
メカニズムを解き明かす 
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本書の思想 

現象が発生した原因を理論で説明するのではなく、 
理論でどんな現象を説明できるか、という目的論で考える 
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本書の思想 

ソーシャルネットワーク理論は主にイノベーションと 
アントレプレナーシップ現象を社会学の理論で解き明かす 
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アジェンダ 

 

1. おさらい – 第24・25章の概要 

2. 第26章の骨子 

3. ストラクチャルホール理論とは 

4. ソーシャルネットワークの3つのレベルとは 

5. ブローカレッジとは 

6. ストラクチャル・ホールは商売の基本 

7. バウンダリースパナー/H型人材とは 
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おさらい－第24・25章の概要 

エンベデッドネス理論を基盤とし、 
「つながり」をどうビジネスに活かしていくかを考察している 

そもそも、「社会的なつながり」とは
何か？ 
そこで人はどのように意思決定・行
動するのか？ 「弱いつながり」と「強いつながり」の

違いは？ 
なぜ、情報伝播は「弱いつながり」が
強い力を発揮するのか？ 

「ハブ人材」「ハブ企業」の効能は 
どこにあるのか？ 

「人と人」「企業と企業」がつながるこ
とのメリット（資本としての価値）は
何か？ 

©トシさん 
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おさらい－第24・25章の概要 

認知の範囲は人と人との繋がり無しには広がらない 

©トシさん 
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おさらい－第24・25章の概要 

人が「合理性」「利己性」に基づいた意思決定をする状況は限定される 

©トシさん 
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おさらい－第24・25章の概要 

国家/企業の枠を超え「超国家コミュニティ」がグローバル経済の核に？ 

©トシさん 
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おさらい－第24・25章の概要 ©むーちゃん 



10 

おさらい－第24・25章の概要 ©むーちゃん 
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アジェンダ 

 

1. おさらい – 第24・25章の概要 

2. 第26章の骨子 

3. ストラクチャルホール理論とは 

4. ソーシャルネットワークの3つのレベルとは 

5. ブローカレッジとは 

6. ストラクチャル・ホールは商売の基本 

7. バウンダリースパナー/H型人材とは 
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遊び人 

I型人材 

第26章の骨子 一言で言うと… 

全く異なる場所へ越境することで、H型人材となり 
イノベーションを起こせ！ 

賢者 

越境！ 

H型人材 
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ストラクチャル・ホール理論とは 

『競争の社会的構造』 

ソーシャルネットワークの二大理論のひとつ 
シカゴ大学のロナルド・バートが生み出し発展させた中心人物 

ロナルド・バート 

ソーシャルネットワークの3つのレベルの違い⇒SWT理論との違いを学ぶ 
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ソーシャルネットワークの3つのレベルとは 

1対1の関係性の「質」をいかに向上させていくことにフォーカスする 

レベル１：関係性のネットワーク（relational network） 

弱い/強いつながり 

ただの知り合い/親友 

私的情報を 
交換しやすくなる 

「質」に焦点 
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レベル１を例えれば… 

いかに相手と知って知られて、人間関係を良好なものにしていくか？ 
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ソーシャルネットワークの3つのレベルとは 

ソーシャルネットワーク全体を高次に、包括的に捉えることにフォーカスする 
⇒SWT理論の一側面を表している 

レベル３：ソシオ・セントリック・ネットワーク（socio-centric network） 

情報・知を効率的に 
広く伝播させる 

スモールワールド現象 

ネットワーク全体の 
特性を分析した視点 

弱いつながりによる 
ブリッジ 
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レベル３を例えれば… 

いかに生態系における様々な相手とつながり、情報を伝播させるか 
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ソーシャルネットワークの3つのレベルとは 

自身や自社のネットワーク上のポジション取りによって利益を得られること
にフォーカス⇒これがSH理論！ 

レベル２：エゴ・セントリック・ネットワーク（ego-centric network） 

誰の視点から見るかで 
つながり方が異なる 

構造によって損得が 
どう違うかを考える 

周囲とのつながりが人や
組織に影響を及ぼす 

自分中心のネットワーク
構造に焦点を当てる 
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レベル２を例えれば・・・ 

様々な情報を握り、それを高く売ることで商売する「情報屋」になれ！ 



20 

ブローカレッジとは 

下図のネットワーク構造において、情報伝播で一番得をするのはCである 

①情報の優位性 
 -AからもBからも情報を得られる 

②コントロールの優位性 
 -情報の流れを制御して利益を得る 

ブローカレッジ 

AとB間にすき間がある（繋がらない）ことにより、Cに便益をもたらす 
⇒これがSH理論！ 
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ストラクチャル・ホールは商売の基本 

誰が一番得をするポジションにいるか？ 

クラスター クラスター 

自身のネットワーク上のポジション取りによって利益を得ることにフォーカス
⇒これがSH理論！ 

ブローカーの 
ポジション！ 

①情報の優位性 
 -AからもBからも情報を得られる 

②コントロールの優位性 
 -情報の流れを制御して利益を得る 
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ストラクチャル・ホールは商売の基本 

①つながりの強さ・弱さを考慮するか  

②ネットワーク全体を見るか個人を見るか  

SWT理論とSH理論の違いは？ 

SWT理論は組織論、SH理論は戦略論に近い？ 

SWT理論 

SH理論 
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参考：第5章 情報の経済学① 

情報の非対称性をコントロールすれば利益を享受できる！ 

©ヨッシーさん 
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参考：第5章 情報の経済学① 

アドバーズセレクション（≒ブローカレッジ）解消が新たなビジネスになる 

©ヨッシーさん 



25 

SHはイノベーションの突破口になる 

ブローカーの位置にある企業は結果としてイノベーションを起こしやすい 

X/Y/Zのクラスターを 
業界と考えれば… 

①どのようなプレーヤーとつながるかが重要 
 ⇒異なるタイプと繋がれ！  

②SHを維持するか、埋めるか決める 
 ⇒個の利益/全体の利益どちらを優先するか？ 

SHを活用する条件 

IDEOの 
ポジション 
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参考：第12章 知の探索・知の深化の理論① 

©こまっちゃん 
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バウンダリースパナー/H型人材とは 

マイケル・タッシュマン デボラ・アンコナ 

バウンダリー・スパナーとは、組織の境界で行動する人々であり、 
組織に必要なタスクを遂行し、そして（境界を超えて）組織内部と 

外部の要素をつなげる役割がある 
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バウンダリースパナー/H型人材とは 

トム・ケリー 

ある状況やある業界に賢明なソリューションがあるのを発見して、 
別の状況や業界に置き換えてみると、それがしばしば画期的な 

イノベーションとなることがある 

花粉の運び手 
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H型人材とは… 

入山氏は「H型人材＝バウンダリー・スパナー」として使用している 
大きく異なる分野を越境し、つなげることで価値創造する人材 
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代表的なH型人材とは… 

伊佐山 元 安宅 和人 入山 章栄 

シリコン 
バレー 

旧興銀 
神経 
科学 

マッキン
ゼー 

マーケと 
ビッグ 
データ 

心理学 社会学 

経済学 経営学 
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H型人材を生む仕組みづくり 

©トシさん 

NPOクロスフィールズの「留職」 
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H型人材を生む仕組みづくり 

2本以上の「軸」を作ることでH型人材となることを促す 
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ストラクチャル・ホール理論 まとめ 

自身/自社の周囲とのつながり構造に 

意識を払え！ 

ブローカレッジを得られるポジションを取れ！ 

H型人材/企業となり、イノベーションを生み出せる !？ 
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参考資料：エコシステムとは 

H型企業とは、エコシステムモデルの考え方と相通じるものがある？ 
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ご清聴ありがとうございました 
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議論したい論点 

どんな時にSHを維持し、どんな時は埋めるべきなのか？ 

 ⇒個/全体の利益どちらを優先するかとは言うものの… 

 

 

 

ブローカレッジのポジションを取るだけでは、イノベーションは    

 生まれないのでは？ 

 ⇒他にどんな要素が必要だと考えますか？ 

 ⇒他者/他社の事例をご存知ならぜひ共有を！ 


